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88 国 際 学 論 集
リーの苦難の歴史を想起するものである。在職中、多くのハンガリー人か
ら、ハンガリーはいつも負けているが、それでも最後は勝つという説明を
何度も耳にした。この点は著者が本書で強調しているところでもあるが、
特に2つの国祝日で敗北の歴史を想起しつづけるところに、歴史を大切に
し、ナシヨナル・アイデンテイテイを守っていこうとするハンガリー人の
強い気持ちが示されている。
さらに、本書で言及されているハンガリー人の孤立感に関連して、私の
勤務当時、ハンガリー側は日本側に対して、「ハンガリーのルーツはアジ
アにある。ハンガリーは一番西にあるアジアであり、日本はハンガリーに
とって戦略的パー トナーである。」ことを盛んに強調していた。国民は親
日的で、指導層にも知日派が多いことは間違いないにしても、ハンガリー
側の意図は、大国の支配下におかれた厳しい歴史の中で生き抜いてきた国
として、EUに加盟してもその中に埋没してしまわないように、米国や経
済大国日本から最大限の利益を引き出しバランスをとりたいとの計算が
あったように思われる。
なお、多くのハンガリー人が私のような外国人に決まって言うもう一つ
の台詞は、ハンガリー人の優秀さであり、小さな国ではあるが、ノーベル
賞受賞者数では他国を圧倒しているということであった。あるハンガリー
人は、これをハンガリーの「狂い咲き」と表現をしていた。著者が、本書
の最終章「どこを見てもハンガリー人がいる… :天才と芸術家達」と題し
て、世界的な評価を得ているハンガリー人の天才や芸術家達の活躍ぶりを
取り上げているのも故なしとしない。
(2)ハンガリー勤務期間中の今ひとつの思い出は、2002年10月の トラン
シルヴァニアの視察である。4日間で、コロジュヴァール市 (かつての ト
ランシルヴァニア候国の首都、ルーマニア名はクルージュ・ナポカ市)、
セーク村 (ハンガリー民族文化の残る地域)、 マロシュヴァーシャールヘ
イ市 (セー ケイ地方の表玄関都市、20世紀初頭に建てられた文化宮殿が有
名、ルーマニア名はツルグ・ムレシュ市)、 ブラショフ市、ヴァイダ・フ
ニャド城等をまわる強行日程であった。土地勘もなく、ロバート・カプラ
ンの本 (『バルカンの亡霊たち』 NW出版、1996年)を読みながらの旅
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であったが、日程が強行すぎたか、あるいは、印象が強烈すぎたのか、頭
の中が整理できないまま旅を終えた。私の全体的な印象は、多くのハンガ
リー人がルーマニアに多くの同胞が残されている現実を受け入れつつも、
せめてEUの枠内で同胞の生活、文化、社会がより尊重される時代が来る
ことを願い、同胞への支援を惜しまないと強く思っていることと、同時に、
この問題を巡る両国の溝の深さから、解決の道は長い時間の中でしか出て
こないことを認識せざるをえなかったということである。さらに幾つかの
印象を箇条書きで付け加えれば、次のとおりとなろう。
①最初はハンガリー側から車でいわゆる「王の峠Jを越えて トランシル
ヴァニアに入ったが、その豊かな自然、美しい光景は感動的であった。ハ
ンガリーが失ったものの大きさを改めて感じるともに、この地域はいずれ
将来有望な観光地になることが確信できた。
②クルージュ・ナポカではルーマニア民族主義者で有名なフナル市長と会
談した。その会談や町の徹底したルーマニア化の様子を見て、ハンガリー
少数民族の問題がハンガリー、ルーマニア間の歴史認識にかかわる根の深
い問題であることを改めて認識させられた3)。
③少数民族に対するルーマニア化政策が徹底的に進められ、ハンガリー人
の住む村は、どこか元気がなく、若者の多くは出稼ぎで村を離れ、老人だ
けが残され、過疎化が進んでいる印象であった。
④さらに、マーチャーシュ王ゆかりのヴァイダフニヤッド城が醜い工場群
に隣接し、城自体まったく手入れもされず、廃墟のようであった。ここに
も徹底したルーマニア化政策の跡を見せつけられた。
(パウル・レンドヴァイ 『ハンガリー人―光と影の千年史』、信山社、
20084F)
3)当時は、「近隣諸国に移住するハンガリー人に関する法律」所謂ステータス法の取
り扱いが両国間の懸案となっていた。本年5月、ハンガリーでは周辺国のハンガ
リー系住民がハンガリー国籍を取得できる法案が可決され、これにスロヴァキアが
反発しているとの報道がなされている。
